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　  　琉球方言内に お ける敬語形式の分布状況

　　　　奄美方言の 敬語形式に は 同 じ北琉球方言に属する首里 方言 との 共通性だ けで は

　　　な く，南琉球方言 との 共通性 もみ られ る 。 同形式で分布 して い る もの には謙譲表

　　　現が ，異形式で分布 して い る もの に は尊敬表現 や丁寧表現が 多い
。

　  北琉球方言 と南琉球方言 における丁寧表現の 地域差

　　　　琉球方言 の 敬語 の 種類 は 尊敬 ・謙譲 ・丁寧の 3 つ に分 け られる 地域 が多い 。 特

　　　に ，丁 寧表現 の 形式 に は顕著 な地域 差がみ られ，その 出現位置に よ り北 琉球方言

　　　と南琉球方言に大別で きる 。 北琉球方言の 丁寧表現 は動詞 ・形容詞 ・コ ピ ュ ラ語

　　　幹に後接 する接辞 と して現れ るが，南琉球方言の 丁寧表現は文末表現 として現 れ る。

　以上 の 話題 を中心 と しなが ら，各地域の 特色 を整理 した 。 今後の課題 と して は，敬語

形式の バ リエ
ー

シ ョ ン と使用 頻度との 関係，意味だけで は な く形態素か らの 分類
・整理

各敬語形 式の 運用実態 の 解 明があ げ られる 。 それ らを明 らか にする こ とで周辺方言 との

比較研 究へ 発 展す る ため の 資料 と した い 。

〈第 4 部〉

Christian〈キ リス ト教信者〉の 自称 と他称

　　　 歴 史社会地理言語学 の 方法 に よる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ亅、　　丿II　　俊　　車甫

【目的】〈キ リス ト教信者〉を意味する語の ，歴 史的，社会的， 地理 的変遷過程 を明 らか

にす る こ と 。

【方法】以下 の 調査 に よる 。 （1）フ ィ
ー ル ド調査 ：  2003 年か ら 2005 年に か けて九 州

地方 300 地点にお い て 実施 した 地理言語学 的調査，  2009 年 に 長崎 県
・
熊本 県 で 実 施

した カ トリッ ク教 会の 神 父 と信者 を対象 とす る質問調査 ，  2012 年 に南米の ボ リ ビ ァ

多民 族国サ ン フ ア ン 日本人移住地 で実施 した長崎県出身の カ トリ ッ ク信者に対す る文化

人類 学的調査 。 （2）文献調査 ：  中世 末期 の キ リシ タ ン 資料，  幕末明治期の プチ ジ ャ

ン版 （長崎で編纂 ・発行），  近 現代 の 各地 の カ トリ ッ ク教 会史 ・記念誌 。

【結論】  カ トリ ッ ク信者 が 自らの こ と を くキ リス ト教信者〉 とい う場合，主 に 「シ ン

ジ ャ 」 と い う語 が使 われ る 。 但 し，長崎県の五 島列島にお い て は ，非キ リス ト教 信者 も

〈キ リス ト教信 者〉の こ と を 「シ ン ジ ャ 」 と呼称 す る 。 こ の 用法は
，

五 島列島に お ける

キ リシ タン隆盛 の歴i史的 ・社 会 的背景か ら説明で きる 。   長崎 ・佐賀 ・熊本の カ トリ ッ

ク信者の
一

部は， 今も自らの こ とを 「キ リシ タ ン 」 と呼ぶ （「シ ン ジ ャ 」 と併 用 ）。 この

語 を使 うカ トリ ッ ク信者 は， 自身を
“
先祖代 々 の 信仰者で ある

”

と認識 して い る 。 また，

彼 らは 「ク リス チ ャ ン 」を くプロ テ ス タ ン ト信者〉の 意味 で 使 っ て い る （意味の 棲み 分

け）。 他方 ， 仏 教徒 は カ トリ ッ ク信者 とプ ロ テ ス タ ン ト信 者 と を 区別 して い ない 。 か つ
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て は両者をま とめて 「キ リ シ タ ン」 と言 っ て い た 。 現在 は 「ク リス チ ャ ン」 と呼称する

の が 一般的で ある 。   カ トリ ッ ク教会で は，潜伏キ リシ タ ン （江戸時代の カ ク レ キ リシ タ

ン） を先祖 に持つ 信 者の こ とを 「キ ュ
ー シ ン ジ ャ （旧信者）」， そ れ 以外の 信者の こ と を

「シ ン シ ン ジ ャ （新信者）」 と呼ぶ 伝統 があ っ た 。 こ の 語 は，主 に布教 者 と旧 信者の 人 々

に使用 された 。 「旧信者」 とい う語 の 発生 ・使用の 背景に は
“
殉教 ・迫害を乗 り越 えて

守 り継 い だ信 仰 （者）
”

に 対す る敬意 自覚 誇 りが ある 。

心 象文法論へ の 試み

河　原 　修　
一

　こ こ ろ の なか の お もい は， どの ように して こ とばに なる の か 。 心象 （様々 なお もい の

あら われ るすが た ，か た ち）は （並列 を含む） 自在 な ひ ろ が りで あ り， こ とばは 時間 の 経

過 に沿 っ た直列 的な くみ た て で あ る か ら， その 間 に 心的 な変換が な けれ ば な らな い （可

能性 と し て ，神経細胞接合部に お け る神経細胞膜電位分布の 写像が 考え られ る ）。

　文法 は ， こ こ ろ に 内在す る こ とばの 枠組の くみ た て か たで ある 。 論理 や 直感な どで く

み た て られ る （〔何だ 。 〕は 主客未分の まま直感 的に 瞬時 に くみ たて られる）。

　発 表者は か つ て 十代か ら入 十代 まで の 男女に ，内言メ モ （と い う外 言 ）を依頼 した こ

とが あ る 。 内言 メ モ に は ，そ の 内言 の あ らわ れ た場 （時．所 ，出来事 な ど） も補 助 メ モ

と して 記 して 頂 い た 。

　内言 メモ に示 される心象の 枠組 とこ とば の 枠組 とは，
一対一 に対応 しなか っ た 。 心象

の 枠組 は，単発型，並列型 ，直列型，複合型，統合型 ，超越 型 な ど多岐にわ た るが ， 内

言 メ モ の 枠 組 は，単発型，直列 型，象徴型 で あ り，特に 断続的直列型 （飛石型 ）が 多か っ

た 。 単発型 も直列型 の 始 ま り， 象徴 型 も象徴や レ トリ ッ ク に よ る直列型 と考 えれ ば， 内

言 メ モ か ら想定 され る 内言 の 枠組 も，外言 の 枠組 と同様 に，基本的に 直列型 で あ る 。

　外界や 内面の もの ご と
t 内面の お もい が心象 と して あ らわれ る 。 心象文法へ の 試み と

して ，外界 へ の 視 点 （聴点，嗅点
…），視線 視界 （聴界，嗅界

…），対象に対応 して ， 内

面 へ の 内的視 点， 内的視 線 心 的世 界 （こ こ ろ の 世 界）， （心像 （心 的 イメ ージ ）を 含む ）

心象 を想定す る 。 こ こ ろの 世 界 に は，残 像 印象 ，記憶 ，想 像，夢な どの 世界が あ る 。

　内的視点に よる 内観的表現 （「こ こ ろが い た む」「くる しむ」「つ らい 」）と外的視点に よ

る外観 的表現 （「もの が い た む」「くる しが る」「か わ い そ うだ」）が ある 。

　 日本語の 枠組 は，心 象の なかの 印象的部分が順 次あ らわれて くる展 開型で あ り，無意

識 に論理的な構造が 想定されて い る 。 心情表現 で は ， 隠れ た構造の うえに飛石型で あ ら

わ れ （「だ」 で 状 況が截 り取 られ ），論理表現 で は ，構造が あ らわれ る 。

（発表要旨の 表記等 は発 表者作成の 原稿 どお りで ある 。 ）
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